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研究成果の概要（和文）：政府統計などの既存統計資料やインターネット調査を活用し、多くの共同研究者とと
もに、日本における新型タバコ製品の流行とその影響に関する実証研究を推進し、新型タバコ研究のためのプラ
ットフォームを構築した（JASTIS研究Study Profile論文参照）。知見を書籍「新型タバコの本当のリスク アイ
コス、グロー、プルーム・テックの科学」としてまとめ、新型タバコ問題について学会発表や講演を多く実施し
た。本研究を推進することにより、新型タバコ問題の改善に資する情報を政策担当者および住民に提供すること
ができた。

研究成果の概要（英文）：Using existing statistical data such as government statistics and Internet 
surveys, we promoted empirical epidemiological study to evaluate an impact of new tobacco products 
in Japan and established a platform for new tobacco research (see the JASTIS Study Profile paper). 
We compiled our findings into a book, "The Real Risks of New Tobacco and Tobacco-like Products: The 
Science of IQOS, Glo and PloomTech" and gave many conference presentations and lectures on new 
tobacco issues. By promoting these studies, we were able to provide policy makers and residents with
 information that will help ameliorate the new tobacco problem.

研究分野： 公衆衛生学・疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
新型タバコ問題の登場により日本のタバコ対策はすべての側面において困難になったと言える。本研究成果によ
り、禁煙化や禁煙支援、値上げなどのそれぞれのタバコ対策における新型タバコ問題の影響が明らかとなり、自
治体や企業などにおいてタバコ対策に取り組む場合に新型タバコ問題に対してどのように対応すればよいのか示
唆を与えることができた。
新型タバコ研究を推進していくために必要な基盤を構築することができたため、将来の研究に対しても大きく貢
献することができたものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本における喫煙率は男性約 30%、女性約 10%と依然高く、タバコ問題は決して解決済みで

はない。近年、そこへ電子タバコや加熱式タバコといった新しいタバコ製品が登場し、そのこと
が日本人の喫煙や飲酒等の健康行動や日本の健康政策に大きな影響を与える可能性がある。欧
米諸国では現状すでに、ニコチン入り電子タバコが流行している（Tobacco Atlas 5th Edition 
2015)。しかし、日本では、ニコチン入り電子タバコが薬事法により禁止されている。 
我々の研究グループは 2015 年に調査を実施し、日本では電子タバコや加熱式タバコなどの新

型タバコ製品の 30 日以内使用者は 1.3%であり、欧米に比べて少なかったと報告した（Tabuchi 
Addiction 2016）。しかし、日本では世界に先駆けて、タバコ会社により加熱式タバコ製品が続々
と市場に投入され、2014 年 11 月からフィリップモリス社による加熱式タバコ iQOS（アイコ
ス）、2016 年 3 月から日本タバコ産業（JT）による Ploom Tech（プルームテック）、2016 年 12
月からブリティッシュ・アメリカン・タバコ社による Glo（グロー）が発売された。日本は加熱
式タバコが全国的に販売された最初の国であり、2016 年 10 月時点でアイコスは世界の 10 ヶ国
以上で販売されていたが、その販売シェアの 98%は日本であった。現在、世界の中で日本が第
一の加熱式タバコの実験場となっており、世界的な注目を集めているのである（Caputi 2016）。 
新型タバコのなかでも電子タバコに関しては世界的にも研究が進み、どの国でどれだけ使用

され、どんな有害成分が含まれているのか等、データが蓄積されてきている（Glasser 2017)。
しかし、世界保健機関（WHO）は電子タバコなど新型タバコについて懸念を表明している。新
型タバコの登場により喫煙率は減少したのか？新型タバコにゲートウェイ効果（新型タバコ使
用が紙巻きタバコ使用や違法薬物使用への入口となること）はあるか？新型タバコは紙巻タバ
コの禁煙に役立つのか？禁煙化された場所で新型タバコが使用されるなどして受動喫煙対策の
障壁となるのか？等の課題について結論はまだ出ていない（WHO 2015;Kalkhoran 2016）。 
この状況の中、加熱式タバコを含めた新型タバコの流行に関して、以下にあげる 3 点の未解

明課題がある。 
（１）新型タバコの詳細な使用状況とその推移の把握（どんな人がどのように使用しているか？
ゲートウェイ効果はあるか？禁煙化された場所での加熱式タバコ使用の有無、新型タバコ使用
の社会的決定要因や社会経済格差との関連にも注目する。） 
（２）新型タバコ以外のタバコ製品の使用や様々な健康行動との関連（新型タバコ使用の推移に
ついて、その他のタバコ製品の使用や飲酒・肥満等様々な健康指標の推移との関連を解析する。
例えば、新型タバコ使用の増加により紙巻きタバコ使用が減ったのか？など） 
（３）禁煙する場合に加熱式タバコは助けとなるか（縦断調査を実施し、喫煙者における新型タ
バコ使用と禁煙試行・禁煙成功との関連を分析する。） 
  
 加熱式タバコは現状ほぼ日本でしか使用されていないため、加熱式タバコの流行に関連した
研究成果は日本から出していかなければならない。我々の研究グループは 2015 年 1 月から調査
を開始しており、加熱式タバコの使用状況について世界ではじめて報告した（Tabuchi Addiction 
2016）。その報告論文ではインターネット調査のバイアスを国民生活基礎調査といった日本を代
表するデータを用いて補整できることも示した。また 2016 年 1 月及び 2017 年 1 月に 2015 年
調査回答者に対する追跡調査を実施し、インターネット調査であっても対象者の追跡ができる
（追跡回答率＝約 60-70%）と分かり、2016 年から 2017 年にかけて日本で加熱式タバコ使用が
増加したことを確認した（タバコ会社による販売実績をもとにした推計と一致；追跡不能につい
て inverse probability weighting にて調整)。本研究課題は加熱式タバコ流行後の社会環境にお
いてデータ収集が容易となりデータ分析することが可能となるため、研究開始の時点になって
ようやく本研究が目的とするエビデンスを創造するための環境が整ってきたと考えられた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、日本における加熱式タバコや電子タバコといった新型タバコに関して、（１）

詳細な使用状況（禁煙化された場所での加熱式タバコ使用の有無や使用の決定要因の解明を含
む）、（２）その他のタバコ製品使用や飲酒・肥満など様々な健康指標との関連、（３）禁煙の助
けとなるかどうか、を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
新型タバコを含めたタバコ問題に関する特異的質問項目を備えたインターネット調査を実施

し、インターネット調査データをバイアスにも十分に配慮した統計学的信頼性の高い綿密な分
析を実施することにより、次の課題の解明を目指す。課題は（１）新型タバコの詳細な使用状況
とその推移の把握（２）新型タバコ以外のタバコ製品の使用や様々な健康行動との関連（３）禁
煙する場合に加熱式タバコは助けとなるか、の 3 つである。 



（１a） 日本における新型タバコ使用率の推計 
日本の 15-69 歳の一般住民男女を対象としてインターネット調査を実施する。インターネッ

ト調査では回収数に応じて費用が決まるため、あらかじめ設定した人数のデータを得ることが
できる（約１万人の回収件数を設定）。しかし、調査回答者はインターネット調査であることに
より偏った特性を持つことが知られている。そのため、本研究では日本の一般住民における新型
タバコの使用率を推計するために、日本の一般住民を代表するデータである国民生活基礎調査
の個票データを「インターネット調査であることによる偏り」の補整に用いる（星野 2009; 
Tabuchi Addiction 2016）。 
（１b） 禁煙化された場所での新型タバコ使用割合の推計 
インターネット調査の回答者のうち、新型タバコ使用経験がある者に限定した分析を行い、禁

煙化された場所での新型タバコ使用割合を計算する。申請者らは 2015 年時点における同様の分
析を実施し、禁煙化された飲食店および職場における電子タバコ使用割合について報告した
（Kiyohara 2017）。しかし、2015 年当時は日本で加熱式タバコが流行する前であったため、流
行後の状況について加熱式タバコと電子タバコを区別して把握する必要がある。 
（２） 新型タバコ使用とそれ以外のタバコ製品使用や飲酒・肥満など様々な健康指標の関連を
分析 
国民生活基礎調査や中高年者縦断調査など政府統計データ（既存統計資料）を取得・分析し、

日本における新型タバコ以外のタバコ製品使用や飲酒・肥満など様々な健康指標を算出する。さ
らに、これらの指標をインターネット調査で得られた新型タバコ使用状況と連結することによ
り、日本における新型タバコ使用と他の健康指標との関連を分析する。 
 

 
４．研究成果 

2018 年度から毎年インターネット調査を実施し、新型タバコを含む喫煙行動全般やタバコ規
制政策の評価に関連した研究成果を積み重ねてきた。令和２年度までに出版された研究論文数
（2017 年度時点までに掲載および in press だった論文は除外して）は、タバコ関連研究業界の
トップジャーナル Tobacco Control 誌（IF7.5）だけでも 5 本に及び、英文論文 12 本、和文論文
8 本、英文書籍 2 冊（共著）、和文書籍 3 冊（単著 1 冊、共著 2 冊）であった。 

 
代表的な研究成果を紹介すると、タバコ増税という社会政策がほとんど全ての社会階層の人々

の禁煙を促進したことを明らかにした（下記文献番号(1)）。健康日本 21 では健康格差の縮小が
求められており、日本における喫煙の社会格差を縮小させる方策について Review 論文にて議論
した（2）。新型タバコに関する知見をまとめ、世界初の加熱式タバコに関する日本語および英語
の書籍を出版した（3, 4）。我々の研究成果は新聞等メディアで多く報道され、住民や各医療者・



保健担当者、自治体の政策立案者に対して公衆衛生政策の重要性を訴える機会とできた（新聞で
は 2020 年までに 500 回以上記名記事が掲載されている）。さらに我々の研究グループは、新型
タバコ問題に関するインターネット縦断調査研究（JASTIS 研究）の実績を重ね、その成果・概
要・全体像を Study profile 論文として出版した (5)。この JASTIS 研究における一連の“世界
初”の研究成果は、本研究申請が世界初の取り組みであり独創的である一方で、実現可能性の高
いプロジェクトであることを示唆している。 
文献 (1) Tabuchi T, Fukui K, Gallus S. Nicotine Tob Res 2019; 21: 475-80. (2) Tabuchi T, Iso 
H, Brunner E. J Epidemiol 2018; 28: 170-5. (3) 田淵貴大. 新型タバコの本当のリスク アイコ
ス、グロー、プルーム・テックの科学. 東京: 内外出版社; 2019.(4) Tabuchi T. Science and 
Practice for Heated Tobacco Products: Springer, Singapore, 2021. (5) Tabuchi T, Shinozaki T 
et al. J Epidemiol 2019; 29: 444-50. 
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